
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（地域研究） 氏名 Sabine Choshen 

論文題目 
Heritage Preservation and Tourism Development in Two ‘Ancient Villages’ of 

Vietnam （ベトナムの二つの「伝統的集落」における遺産保存と観光開発） 

（論文内容の要旨）  
 

本研究の目的は、住民が経済状況の変化に適応しながら生活するベトナムの「伝統的集

落」（あるいは、「伝統農村」）として国家文化財に制定された地域がどの様に保存され

ているのかを解明し、文化遺産保存と居住者の参加がどの様に進められるべきかを問うこ

とである。第一にベトナムで公的に「伝統的集落」とみなされ、国家文化遺産（文化財）

の指定を受けた二つの地域において文化遺産指定や観光開発に伴って地域住民の生活様式

がどの様に変化し、どの様に対応してきたのかを解明し、文化遺産保存が成功する要因を

検討する。第二に、日本による政府開発援助がこうした村落の遺産保存と観光の発展の過

程にどの様に関与し、影響を与えたかを明らかにする。これらの点について、ベトナム北

部のドゥオン・ラムと中部のフォック・ティックという、いずれも日本の援助が関わる二

つの公的に指定された国家文化遺産としての「伝統的集落」を事例に論じる。  

序章では本論の問いを提示し、方法論を述べる。  

第一章では、「文化遺産」や「文化遺産観光」など中心となる概念を定義したうえで、

先行研究とともにアジアにおける文化遺産保存と観光の事例を紹介し、本論の議論の枠組

みについて、真正性についての議論とともに論じる。先行研究において提示された遺産保

存アプローチのモデルを挙げ、住民の生活の場が保存の対象となる場合にどの様なモデル

が望ましいかを検討する。  

第二章では、ベトナム村落について一般的に言及される諸特徴について先行研究を踏ま

えて紹介し、文化遺産保存で言われる「真正なベトナム村落」がどの様にとらえられてき

たか、先行研究や過去の議論を提示する。  

第三章においてベトナムにおける文化遺産保存がどの様に展開されてきたか、制度的な

変遷と日本の国際協力の関わりについて論じる。1986年のドイモイ（刷新政策）以降のベ

トナム社会の変化の一環として、ベトナム政府は歴史・文化遺跡や遺産の指定、リスト

化、保存を実施してきた。ベトナムの国家遺産・遺跡は、ベトナム文化・スポーツ・観光

省の遺産保存庁が厳格に管理している。伝統的村落の景観が急速な経済発展のために徐々

に消失しているのを受け、ベトナム政府は、「生きた遺産」の保存と再生の必要性の認識

を強化させている。また、こうしたベトナム政府の政策に、1990年代より日本政府の政府

開発援助が関与してきたことを述べる。  

第四章、第五章にてそれぞれドゥオン・ラム、フォック・ティックというベトナムの二

つの「伝統的集落」と指定された村落における観光開発と住民の受容について詳述し、筆

者による住民に対する調査の結果を記述・分析する。二つの事例では、同じような遺産保



 

 

存のアプローチがとられたにもかかわらず、保存と観光開発の状況については異なる様相

がみられることを明らかにしている。第四章で扱うドゥオン・ラムでは、運営委員会が伝

統的な景観の保存のため、地域住民のニーズや希望を考慮することなく厳格な規制を実施

している。不公正な遺産保存と観光開発マネジメントのため、住民の大多数と地方行政の

代表らとの対立が生じていた。新旧の生活様式の対立、人権や財産権に関する問題、自ら

の家庭生活や生活様式が商品化されあるいは遺産保存と観光開発のために強制される様々

な規則などへの住民の苛立ちと遺産保存の運営委員会への不審が噴出し、葛藤を含みつつ

進められている。一方、第五章のフォック・ティック村は、社会経済的な背景もドゥオ

ン・ラムとは異なり、また、地域の行政と住民との関係はより友好的で信頼関係があるた

め、遺産指定や観光開発はより良好な変化をもたらし、大多数の住民に受け入れられた。

しかし、人口流出が進むこの地域では、今後の担い手が確保できるかが危ぶまれる点も指

摘される。  

第六章はこれらの調査結果に基づく議論を展開し、二地域の比較の結果、「伝統的集

落」の保存は、住民の生活水準が遺産保存の規制に影響を受けず、村落の人口が増加して

おらず、地域共同体が意思決定のプロセスに参加し、さらに、村の伝統的景観の保存に重

要性を見出しているフォック・ティックの場合に、より実現可能であると指摘する。文化

遺産の最も持続可能な保存アプローチは、地域共同体が意思決定過程に参加し、遺産保存

や観光開発に住民が参加する「生きた遺産保存」アプローチであるとされる。しかし、本

研究で取り上げたドゥオン・ラムとフォック・ティックを通じて、ベトナムにおいては、

保存・観光・住民の生活水準のバランスをとるのは容易ではないことが明らかになった。

これは、ベトナム国家の統治の形によるトップダウン式文化遺産指定・保存が決定・実施

運営されるという特性があるからである。また、この営みに大きく関与する日本の援助

は、日本で成功した町並保存や観光開発モデルを、ベトナムの伝統的村落に組み入れよう

とするもので必ずしも適合的ではない。  

終章で、以上の議論をまとめ、あるべき文化遺産保存と観光開発についての提言を行っ

ている。  

 
 


